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研究成果の概要：本研究では，通常の学級における学習につまずきのある子どもへの多層指導

モデル（Multilayer Instruction Model: ＭＩＭ【ミム】)を開発した。このモデルは，通常の

学級において，異なる学力層の子どものニーズに対応した指導・支援を提供していこうとする

モデルである。特に，子どもが学習につまずく前に，また，つまずきが深刻化する前の指導・

支援の提供をめざした。結果，指導領域として取り上げた特殊音節に留まらず，読み書き全般

において，効果がみられた。また，この傾向は，ＭＩＭが特に焦点を当てた読み書きにつまず

く危険性のある子どもの群だけでなく，読み書きが得意と評価できる群も含め，異なる学力層

においても同様にみられた。こうした効果の背景には，ＭＩＭの一貫で行われる定期的なプロ

グレスモニタリング（Multilayer Instruction Model-Progress Monitoring：ＭＩＭ－ＰＭ）の

開発・実施によって，教員が客観的な視点を取り入れながら，子どもに対してより早く，かつ，

深く，正確な状態像の把握を遂げたこと，更には，ＭＩＭというフレームワークや方法論の導

入により，教員による指導形態の柔軟化や指導内容，教材の多様化が進んだこと，ＭＩＭ－Ｐ

Ｍの結果を鑑みながら，体系的に指導を組み立てていったことが要因として挙げられる。 
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１．研究開始当初の背景 
2002 年に実施された「通常の学級に在籍

する特別な教育的支援を必要とする児童生

徒に関する全国実態調査」（文部科学省,2003

年）によると，学習面に特異な困難を示すＬ

Ｄ（学習障害）様の児童生徒の割合が 4．5％

にも上るというものであった。さらには，

2004 年に公表された中央教育審議会の中間

報告「特別支援教育を推進するための制度の

在り方について」においても，通常の学級に

在籍するＬＤ等の児童生徒に対する適切な

指導及び必要な支援が喫緊の課題となって

いることを指摘している。そこで，本研究で

は，通常の学級に在籍するＬＤを含む学習に

困難を示す児童に対する効果的な指導・支援

の在り方について研究することを目的とし

た。 

 
２．研究の目的 
（１）多層モデルＭＩＭを機能させるためは，

子どもの状態像を正確に把握し，それを指導

に活かしていくことが不可欠である。そこで，

読みにつまずく危険性のある子どもを早期

に把握し（つまずく前に把握し），早期の支

援に確実に結びつけていくためのアセスメン

ト，Multilayer Instruction Model-Progress 

Monitoring（ＭＩＭ－ＰＭ）の開発を行う。 

（２）通常の学級おける多層指導モデルＭＩ

Ｍの効果を，小学１年生に対する特殊音節表

記の読み書きの指導を通じて検証を行う。効

果の検証に際しては，ＭＩＭを１年間に渡っ

て取り入れた群と，平常の授業を行った群と

の比較で行う。 

（３）通常の学級でのＭＩＭを経てきても， 

1 年生３学期時点で特殊音節の読みに顕著な 

つまずきを示した児童がいた。その子どもへ 

１年生３学期に，ＭＩＭ特殊音節指導パッケ 

ージを基に行った集中的指導の効果につい 

て検証する。 

３．研究の方法 
（１）学習が進んでいくに連れ，つまずきが

顕在化する子どもを，つまずく前の段階で把

握するためのアセスメントＭＩＭ-ＰＭの開

発を行った。これは，全ての学習領域に影響

し得る早期の読み能力，特に特殊音節の正確

で素速い読みに焦点を当て，計２分で一斉に

実施するテストである。また，一度でなく，

継続的に実施することで，真の能力を発揮す

る機会が多く得られるとともに，子どもの伸

びについても把握できる。そこで，ＭＩＭ-

ＰＭの妥当性，信頼性，教育現場での実施の

有効性について検証した。１年間を通じて参

加したのは小学１年の７クラス計 208 名，２

年生４クラス計 144 名，比較のための統制群

が１年生 31 クラス 790 名，２年生 30クラス

759 名であった。ＭＩＭ－ＰＭと既に標準化

されている読みの検査との相関，さらにはＭ

ＩＭ－ＰＭに対する教員と子どもの見解に

ついて検討した。 

（２）Responsive to Intervention / 

Instruction（ＲＴＩ）を基にした，通常の

学級における多層指導モデルＭＩＭを用い

て行った特殊音節の指導の効果が，学習につ

まずく危険性のある子どもをはじめ，その他

の異なる学力層の子どもにおいてもみられ

るかを統制群との比較により行った。 

（３）多層指導モデルＭＩＭは，まずは通常

の学級において全ての子どもに対し，効果的

な指導が実施される１stステージ，１st ス

テージ指導のみでは伸びが十分でない子ど

もに対する通常の学級内での補足的な指導

である２ndステージ，それでも依然，伸びが

乏しい子どもに対し，より柔軟な形態で集中

的な指導として実施される３rd ステージで

構成される。そこで，３rdステージ指導に進

んだ９名の子ども（平均年齢 7.2 歳，標準偏

差 0.24)への指導効果を評価した。３rd ステ



ージ指導は，１月以降に週１度，給食の準備

時間や放課後に一回 20 分から 40 分，小集団

（５名以下）にてＭＩＭ特殊音節指導パッケ

ージを用いて行った。このパッケージでは，

(a)視覚化や動作化を通じた特殊音節の音節

構造の理解，(b)日頃よく用いる語を逐字で

なく，視覚的なかたまりとして捉えることに

よる読みの速度の向上，(c)日常語彙の拡大

と使用を焦点においた。指導前後の効果測定

には，ＭＩＭ－ＰＭを用いた。 

 

４．研究成果 

（１）学習が進んでいくに連れ，つまずきが

顕在化する子どもを，つまずく前の段階で把

握するためのアセスメントＭＩＭ－ＰＭの

開発を行った。ＭＩＭ－ＰＭの総合点と標準

化されている教研式読書力診断検査Ａ形式

の標準得点との相関を調べた結果，参加群，

統制群の１，２年生において rs = .52－.72

の値がみられた(ps＜.01)。また，参加群の

１学期中盤までのＭＩＭ-ＰＭの結果と３学

期の結果との間には rs = .61－.86 の値がみ

られ(ps＜.01)，1 学期中盤の時点で学年末の

読み能力の状態を予測できる可能性が示さ

れた。参加した担任に行った質問紙調査では，

82%の教員が MIM-PMの結果を指導に活かすこ

とができるものだったと回答した。また，１

学期中盤で学年末の読み能力の状態を予測

できる一方で，定期的に行うことで子どもの

伸びが把握できることは，指導において有益

だとの回答が得られた。子ども，特に１年生

においては，ＭＩＭ-ＰＭを実施してみて“難

しくなかった”“楽しかった”“（前回に比べ

て）得意になった”と回答した割合が平均し

て 70%を超えた。このことからも，ＭＩＭ-

ＰＭが子どもにとって心的負担の少ない，む

しろ有能感を感じやすいアセスメントであ

ることが窺える。 

（ ２ ） Responsive to Intervention / 

Instruction（ＲＴＩ）を基にした，通常の学

級における多層指導モデル（Multilayer 

Instruction Model：ＭＩＭ)の開発を行った

（図１）。 

 
図１ 通常の学級における多層指導モデルＭＩＭ 

 

ＭＩＭの効果の検証については，まず，参

加群，統制群を教研式標準学力検査 CRT-Ⅱ

の算数の得点（介入していない算数）でマッ

チングし，25,50,75 パーセンタイルで区切っ

た４つの群に分けた。次に，パーセンタイル

で分けた群内で，教研式読書力診断検査 A 形

式，ＭＩＭ－ＰＭ，特殊音節の聴写課題の得

点について，参加群と統制群との間で比較し

た。t 検定の結果，４つ全てのパーセンタイ

ルの群で，読み書きに関する諸検査では，参

加群が高く，有意差がみられた。参加群の担

任教員が行った授業の変容を複数観察者に

より評価・分析した結果，ＭＩＭ導入後では，

指導形態の柔軟化や指導内容，教材の多様化

がみられ，クラス内で約 90%の子どもが取り

組んでいると評定された割合が２倍近くに

まで上昇していた。 

（３）３rd ステージ指導に進んだ９名の子ど

もへの指導効果を評価した。指導前後の効果

測定には，ＭＩＭ－ＰＭを用いた。結果，指

導直後のＭＩＭ－ＰＭ，また，効果の維持，

般化をみるため行われたＭＩＭ－ＰＭの得

点も上昇した（図２）。さらに，読みに対す

る子どもの捉え方も肯定的なものへ変化し

た。特殊音節の読みの得点が向上しただけで



なく，子どもの読みに対する捉え，読むこと

を通じて自己有能感が高まったことも，その

後の学習に及ぼす影響を察すると特に有益

であったと考える。 

 

図２ ３rd ステージ指導参加児のＭＩＭ－ＰＭ 

総合点の変化 
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